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たまふれあいクリニック院長　鈴木 忠
すずき　　 　ただし

転
倒
が
起
こ
す
廃
用
症
候
群

不慮の事故による死因別死亡数(65歳以上)

■交通事故　2,150人

■転倒・転落・墜落　9,509人

■不慮の溺死

　および溺水　6,458人

■不慮の窒息　7,246人

■詳細不明の要因への

　不慮の曝露　4,989人

■その他計　3,038人

事故種別ごとの高齢者の救急搬送人員

高齢者の「ころぶ」事故の発生場所（令和元年中）

総数　333,234人※事故種別が「その他」「不明」なものを除く

総数　59,816人

約8割は、
「ころぶ」事故！

■ころぶ　273,491人　82.1％

■落ちる　34,986人　10.5％

■ものがつまるなど　8,435人　2.6％

■ぶつかる　6,750人　2.0％

■切る・刺さる　2,825人　0.8％

■おぼれる　2,702人　0.8％

■はさまれる　1,756人　0.5％

■かまれる・刺される　1,214人　0.4％

■やけど　1,075人　0.3%

厚生労働省「人口動態調査」令和2年を基に作成。

出典：東京消防庁ホームページ

出典：東京消防庁ホームページ

転
倒
事
故
の
9
割
が
家
の
中
で

Interview

グラフ1

グラフ2

グラフ3

■住宅等居住場所　33,524人　56.0％

■道路・交通施設　20,609人　34.5％

■店舗・遊戯施設など　3,405人　5.7％

■会社・公共施設など　719人　1.2％

■公園・遊園地・運動場など　681人　1.1％

■医療施設　188人　0.3％

■学校・児童施設など　115人　0.2％

■その他（不明含む）　575人　1.0％
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住宅内で
「ころぶ」事故
が多い！

　

2
0
2
0
年
に
、病
気
以
外
の「
不
慮
の
事
故
」に
よ
り
亡
く

な
っ
た
高
齢
者（
65
歳
以
上
）の
人
数
は
約
3
万
3
0
0
0
人
。

こ
の
う
ち「
転
倒
・
転
落
・
墜
落
」に
よ
る
死
亡
は
約
9
5
0
0

人
で
、交
通
事
故
の
約
4
倍
と
い
う
数
に
上
り
ま
す（
グ
ラ
フ

1
）。そ
の
実
態
を
み
る
と
、建
物
や
階
段
な
ど
か
ら
の
転
落
・

転
倒
は
7
2
1
人
で
す
が
、ス
リ
ッ
プ
な
ど
の「
同
一
平
面
上
の

転
倒
」が
8
割
以
上
と
い
う
結
果
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の「
同
一
平
面
上
の
転
倒
」を
年
齢
別
に
み
る
と
、65
〜
79

歳
が
9
9
0
人
で
あ
る
の
に
対
し
、80
歳
以
上
は
7
0
9
5
人
。

高
齢
に
な
る
ほ
ど
、転
び
や
す
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

東
京
消
防
庁
の
調
査
で
は
、高
齢
者
が
救
急
搬
送
さ
れ
た
理

由
の
約
8
割
が「
こ
ろ
ぶ
」事
故
で
す（
グ
ラ
フ
２
）。そ
の
数
も

年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
、感
染
症
対
策
で
ご
自
宅
に
こ
も
り
が
ち

の
生
活
を
さ
れ
て
、運
動
不
足
に
よ
り
身
体
機
能
や
認
知
機
能

が
低
下
し
や
す
い
こ
と
も
要
因
の
一
つ
で
し
ょ
う
。

　
高
齢
者
の
転
倒
は
、命
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。一
般
的
に
は
、

転
倒
に
よ
る
骨
折
か
ら
寝
た
き
り
に
な
っ
て

し
ま
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、転
倒
が
死

亡
に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

今
月
の
特
集
で
は
、転
倒
の
リ
ス
ク
に
つ
い

て
改
め
て
理
解
を
深
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

知
っ
て
ほ
し
い

転
倒
の
話

　

ま
た
、高
齢
者
の
転
倒
事
故
は
約
5
割
が
ご
自
宅
で
、そ
の

う
ち
の
9
割
以
上
が
屋
内
で
起
き
て
い
ま
す（
グ
ラ
フ
3
）。ご

利
用
者
の
ご
自
宅
を
訪
問
す
る
わ
れ
わ
れ
医
療
・
介
護
職
が
、

こ
う
し
た
生
活
環
境
に
も
目
を
配
る
こ
と
で
、命
に
関
わ
る
リ

ス
ク
を
防
ぐ
き
っ
か
け
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

高
齢
者
を

寝
た
き
り
に

さ
せ
な
い
た
め
に

寝
た
き
り
に

さ
せ
な
い

　
高
齢
者
に
と
っ
て
転
倒
は
、介
護
や
死
亡
に
つ
な
が
る
リ
ス
ク
だ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。骨
折
に
至
ら
な
く
て
も
転
倒
し
た
こ
と
に
よ

り
恐
怖
心
が
込
み
上
げ
、歩
か
な
く
な
る
こ
と
か
ら
廃
用
症
候
群

を
き
た
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
高
齢
者
の
場
合
、2
週
間
の
床
上
安
静
で
さ
え
下
肢
の
筋
肉
が
2
割

も
萎
縮
す
る
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。高
齢
者
が
一
度
廃
用
症
候
群

に
な
る
と
、元
の
状
態
ま
で
改
善
さ
せ
る
こ
と
は
難
し
く
な
り
ま
す
。

つ
ま
り
廃
用
症
候
群
は
治
療
よ
り
も
予
防
が
重
要
で
す（
※
1
）。

　
転
倒
し
て
強
い
痛
み
が
あ
れ
ば
、皆
さ
ん
整
形
外
科

を
受
診
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、骨
折
し
て
い
な
い
場
合

は
湿
布
と
痛
み
止
め
を
処
方
さ
れ
て
ご
自
宅
に
帰
る
の

が
一
般
的
で
し
ょ
う
。け
れ
ど
も「
折
れ
て
い
な
く
て
よ

か
っ
た
」と
安
心
す
る
の
は
早
計
で
す
。実
は
こ
う
し
た

骨
折
し
て
い
な
い
転
倒
も
、高
齢
者
に
と
っ
て
は
非
常
に

危
険
だ
と
い
う
こ
と
が
、あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
骨
折
し
て
い
な
く
て
も
痛
み
が
あ
る
と
、ご
自
宅
で

寝
付
い
て
し
ま
い
動
か
な
く
な
る
高
齢
者
は
多
く
、同

居
し
て
い
る
家
族
も「
い
ず
れ
痛
み
が
治
ま
っ
た
ら
元
の

生
活
に
戻
る
だ
ろ
う
」と
考
え
て
、そ
の
ま
ま
安
静
に
す

れ
ば
い
い
と
受
け
止
め
ま
す
。

　
し
か
し
、一
度
寝
付
い
て
し
ま
っ
た
高
齢
者
は
、自
分

特
集
1

（
※
1
）公
益
財
団
法
人
長
寿
科
学
振
興
財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
廃
用
症
候
群
」よ
り
引
用

か
ら
活
動
を
再
開
で
き
ま
せ
ん
。そ
の
ま
ま
1
週
間
、2

週
間
と
経
っ
た
こ
ろ
に
、家
族
が「
こ
れ
は
お
か
し
い
」と

気
づ
い
て
介
護
相
談
さ
れ
、担
当
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が

決
ま
っ
て
、わ
れ
わ
れ
の
訪
問
診
療
を
受
け
る
こ
ろ
に

は
食
べ
る
こ
と
も
で
き
な
く
な
っ
て
い
て
、そ
の
ま
ま
老

衰
で
亡
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
の
で
す
。

　
骨
折
し
て
い
な
く
て
も
痛
み
で
動
け
な
く
な
っ
た
段

階
で
、ぜ
ひ
私
た
ち
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。そ
の
タ
イ

ミ
ン
グ
で
あ
れ
ば
し
っ
か
り
と
薬
を
使
っ
て
痛
み
を
止

め
て
あ
げ
て
、理
学
療
法
士（
P
T
）、作
業
療
法
士

（
O
T
）の
介
入
に
よ
り
正
し
く
体
を
動
か
す
こ
と
で
寝

た
き
り
に
さ
せ
ず
、老
衰
死
を
防
げ
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

骨
折
し
な
か
っ
た
転
倒
が
死
に
つ
な
が
る
可
能
性
も

インタビュー
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居間・廊下

ベッド 浴室

会場入り口

相談の様子

健康チェックの様子

韋駄天カフェの「ゆったり体操」

　ご利用者のご自宅での転倒を予防するために

生活環境チェックポイントと、たまふれあいクリ

ニックのPT、OTからアドバイスをご紹介します。

生活環境を
見直して転倒を防ぐ

実際のご家庭にこれらすべてを反映させるのは難しいと思いま
す。ご自宅での転倒を予防するポイントは、立ち上がりからドアま
での動線に、伝い歩きができるようなテーブルや椅子、手すりや

壁など、手をつく物があることです。

今すぐに介護が必要で相談に来られたとい
うよりも、いずれに備えて介護保険の申請方
法やデイサービスの利用方法を知りたいとい
うニーズがありました。介護の手前にいる人
がどのような情報を求めているか知ることが
できました。（ケアマネジャー・乙黒啓子さん）

参加された方は皆さんとても意識が高
く、健康を維持・向上させたいというご
相談も多かったです。この取り組みを通
じて、健康への関心が地域に広がると
いいですね。（看護師・石井有岐さん）

参加された方から「こうした機会
に医療や介護について気軽に知
れるのはいい」と言っていただき
ました。地域の方々とわれわれが
つながりを持つことで、住民同士
の輪へと広がるといいなと思い
ます。地域の方から直接お話をう
かがえる、いいきっかけになりま
した。（右：相談員・亀井直樹さん、
左：鈴木忠院長）

病気のお話だけでなく日々の生活につ
いてのご相談も多く、ご高齢者の悩み
について理解が深まりました。この活動
を通じて、地域の多くの方とつながって
いきたいです。（看護師・中村絵里さん）

自治会を運営されている
方々もご高齢ですが、とっ
ても元気に活動されてい
ました。またご一緒に活
動したいです。（看護師・
前田真愛さん）

ベッドの場合は、立ち上がり直後の転倒リス
クが高くなります。ご自宅の場合、ベッドの前
は何もない空間の家が多いため、歩行が不

安定なご利用者では、特に夜間や明け方にトイレに行く
場合に備えて、その動線部分に手すりなどのつかまる物
や伝って歩ける環境設定をします。また、起き上がり直後
に立って歩くと転倒しやすいので、立ってもすぐに歩かな
いような指導が大切です。

お風呂の椅子は、立ち上がりやすい高さの椅
子を選んでください。ご利用者の状態によっ
ては背もたれ付きの椅子に変更しましょう。浴

槽から出ることが大変な人は、中に浴槽台を置きます。ま
た、浴槽内がすべる場合はマットを敷きましょう。浴室の手
すりやつかまるものは、❶浴室への出入り❷浴室内の移
動❸洗い場での立ち座り❹浴槽の出入り❺浴槽内での
立ち上がり－の5点で考えてください。

❶コードの配線は歩く動線を避けて、壁に
はわせるか、部屋の奥にまとめる。
❷カーペットやこたつ布団は引っ掛かりや
すいため、なるべく使用しない。

❸❻床に物を置かない。
❹１～２cmの段差はつまずきやすいので、
スロープを付けるか、目立たせて視認性
を高める。
❺手すりを付ける。
❼スリッパは転倒の原因になるため使用し
ない。
❽足元がよく見えるよう照明を明るくする。

❶ベッドを壁に面するように配置し片方からの転落リスク
をなくす。
❷ベッドガードと呼ばれる柵を利用する（※2）。
❸立ち上がり時の転倒をふせぐため、ベッドの高さを立ち
上がりやすい高さに設定する。体動が激しい方や寝たき
りの方の場合は、低床にする。

❶椅子に座って着替える。
❷入り口の段差が高い場合は、すのこやスロープで段差
を小さくする。
❸すべりにくい床材にするか、すべり止めマットを敷く。
❹手すりを付ける。

「まちの保健室」
が再始動

保健室「まちの保健室」
が再始動

保健室
たまふれあいの森たまふれあいの森

知ってほしい転倒の話高齢者を寝たきりにさせないために寝たきりにさせない特集1特集2

出典：政府広報オンライン
「たった一度の転倒で寝たきりになることも。転倒事故の起こりやすい箇所は？」

（※2）ベッドガードを使用する際には、柵やベッドとのすき間に首や体の
一部が挟まらないように注意してください。

　ご高齢者の病気の中には、健康で元気なうちから日常生活で注意していれば防ぐことが可能なものも
あります。また、早期発見することで病状を悪化させずにすむことも少なくありません。たまふれあいグ
ループの一般社団法人たまふれあいの森による「まちの保健室」事業は、地元自治会などの皆様にご協力
いただき、たまふれあいクリニックなどの各種専門メンバーが悩みごとの相談をお受けする取り組みを通
じて、地域の方々と顔の見える関係を築きながら、ご高齢者の健康増進、疾病予防を目指しています。

まちの
保健室

とは

当日の様子をご紹介します

アドバイス

PT・OTから

アドバイス

PT・OTから
アドバイス

PT・OTから

　2023年2月4日、東生田会館（多摩区枡形3-3-17）で地域の方が開

く集い「韋駄天カフェ」で第12回まちの保健室を開催しました。韋駄天

カフェ恒例の「ゆったり体操」に始まり、ケアプロ株式会社様による骨

チェックと血管年齢の健康チェック、たまふれあいグループの看護師、

ケアマネジャーなどによる健康・介護相談を実施。25名のご来訪者か

らは、介護保険証の申請方法や生活相談、健康相談をいただきました。

いだてん
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答えた人

ケアマネ
の

気づき

れ
て
い
た
そ
う
で
す
。お
子
さ
ん
3
人
を

育
て
る
母
親
で
も
あ
り
ま
す
が
、ご
長

男
が
社
会
人
に
な
ら
れ
て
、も
っ
と
仕
事

に
力
を
入
れ
よ
う
と
思
っ
て
い
た
矢
先
の

脳
卒
中
で
し
た
。生
活
の
自
立
に
と
ど
ま

ら
ず
、復
職
を
希
望
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。た
だ
、本
当
に
働
け
る

か
自
信
が
な
く
て
言
え
な
か
っ
た
そ
う

で
す
。

 
M
さ
ん

分
か
り
ま
し
た
。復
職
に
向

け
て
、通
勤
で
き
る
持
久
力
の
向
上
を
含

め
た
歩
く
リ
ハ
ビ
リ
を
目
標
に
設
定
し

ま
し
ょ
う
。 

ケ
ア
マ
ネ

福
祉
用
具
で
電
動
車
い
す
を

借
り
て
い
る
の
で
、バ
ス
通
勤
が
難
し
い

場
合
を
想
定
し
て
、一
回
の
充
電
で
動

け
る
距
離
を
考
え
た
就
職
先
の
情
報
提

供
も
で
き
そ
う
で
す
ね
。

 

ケ
ア
マ
ネ

脳
卒
中
で
片
麻
痺
に
な
っ
た

A
さ
ん
の
ケ
ア
プ
ラ
ン
更
新
に
つ
い
て
ご

相
談
で
す
。日
常
生
活
は
で
き
る
よ
う
に

な
り
ゴ
ー
ル
に
達
し
た
の
で
は
な
い
か
と

先
日
、M
さ
ん
か
ら
ご
提
案
い
た
だ
き

ま
し
た
が
、A
さ
ん
は「
リ
ハ
ビ
リ
を
止

め
て
悪
く
な
る
こ
と
が
怖
い
の
で
継
続

し
た
い
」と
お
っ
し
ゃっ
て
い
ま
す
。

 

M
さ
ん

A
さ
ん
は
退
院
か
ら
2
年
が

経
ち
、目
標
と
し
て
い
た
日
常
生
活
で
の

自
立
に
加
え
て
、今
は
障
が
い
者
の
作
業

所
に
電
動
車
い
す
で
通
え
る
ほ
ど
に
改

善
さ
れ
て
い
ま
す
。継
続
さ
れ
た
い
の
で

あ
れ
ば
、リ
ハ
ビ
リ
と
し
て
は
目
標
設
定

を
き
ち
ん
と
決
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

 

ケ
ア
マ
ネ

A
さ
ん
と
ご
家
族
を
含
め
て
、

皆
で
話
し
合
い
ま
し
た
。A
さ
ん
は
脳
卒

中
を
起
こ
す
ま
で
は
看
護
の
仕
事
を
さ

保健

福祉

介護 医療

たまふれあいグループ連携施設のご紹介
その9

　

当
施
設
は
J
R
南
武
線
矢
野

口
駅
、京
王
相
模
原
線
京
王
よ
み

う
り
ラ
ン
ド
駅
の
2
駅
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
徒
歩
10
分
圏
内
で
、ア
ク
セ

ス
し
や
す
い
立
地
で
す
。老
人

ホ
ー
ム
の
お
部
屋
の
設
備
は
ト
イ

レ
と
洗
面
台
の
み
と
い
う
こ
と
が

多
い
で
す
が
、当
施
設
の
お
部
屋

に
は
こ
れ
ら
に
加
え
て
お
風
呂
と

ミ
ニ
キ
ッ
チ
ン
も
付
い
て
い
て
、そ

れ
を
気
に
入
っ
て
ご
入
居
さ
れ
る

方
も
多
く
い
ま
す
。一
人
部
屋
の

み
で
す
が
ご
夫
婦
で
２
部
屋
に
ご

入
居
さ
れ
て
、１
部
屋
を
寝
室
、

も
う
１
部
屋
を
リ
ビ
ン
グ
と
し
て

ご
使
用
い
た
だ
く
な
ど
、フ
レ
キ

シ
ブ
ル
な
対
応
を
し
て
い
ま
す
。

　
当
社
は
サ
ー
ビ
ス
品
質
向
上
や

人
材
育
成
の
た
め
に
、東
京
都
と

大
阪
府
に
研
修
施
設
を
設
立
し
、

入
社
時
研
修
や
定
期
的
な
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
を
本
社（
東
京
都

ご入居者の笑顔や満足が
職員のやりがいになる、

ウィンウィンハッピーな関係を
目指しています

ホーム長（介護福祉士）

鈴木 雄二さん
すずき ゆうじ

東京都稲城市矢野口1674-1
2008年2月開設
事業主体：ＳＯＭＰＯケア株式会社

いつもありがとうございます！

相談室 File 8

ケアマネジャーの質問に多職種スタッフが答えます！

理学療法士
Mさん

テーマ

医療法人メディカルクラスタ　TEL：044-931-3380
〒214-0014　川崎市多摩区登戸1763　ライフガーデン向ヶ丘2F　【看護師・介護職募集中!】

地域で暮らし、
地域で生きる
ということ。

たまふれあいグループは、医療・介護・福祉・保健事業を
統合的に展開する医療法人グループです。

●たまふれあいクリニック
　訪問診療／専門外来／訪問リハビリテーション
●たまふれあい訪問看護ステーション
●たまふれあい居宅介護支援事業所
●たまふれあいの森
　健康相談／セミナー／健康チェック
　川崎市多摩区登戸1763 ライフガーデン向ヶ丘2F

●たまふれあいグループホーム 枡形（医療・看取り対応型）
●ナース＆ケアハウス ふれあい（看護小規模多機能型居宅介護）
　川崎市多摩区枡形6-19-8

●たまふれあいグループホーム 登戸新町（医療・看取り対応型）
　川崎市多摩区登戸新町186

●デイサービスふれあい
　川崎市多摩区生田3-18-2 アボードベア1Ｆ

●たまフレ！（障がい者就労支援事業所）
　川崎市多摩区登戸2519-1 ヨシザワ10ビル4F

人々は地域で暮らし、地域の中で生きています。

世の中がどれほど発達したとしても、
人々の暮らしは地域の中にあります。

そして、たとえどんなに科学技術が進んだとしても、
人が人へ伝えるぬくもりや、やさしさを
超えることはできないと考えています。

だからこそ、私たちは地域に徹底した
こだわりを持ち続けます。

地域の人々の、
よりよい生活と人生のために

マネジメント
機能

健康増進
維持事業

施設介護

在宅介護

入院医療

通院医療

在宅福祉

在宅医療

施設福祉

～
ここ
ろと

から
だに、ぬくもりとやさしさを

～

たまふれあい
クリニック

鈴木 忠院長より

おすすめ
ポイント

介護付有料老人ホーム
（一般型特定施設入居者生活介護）

大規模な施設で
はない分、住宅街
に溶け込んでいる
アットホームな施設
です。穏やかで家
庭的な雰囲気のた
め安心して過ごせ
る施設です。

足
元
の
生
活
だ
け
で
は
な
く
、
も
っ
と
先
に
あ
る
人
生

の
希
望
が
分
か
っ
た
こ
と
で
、
復
職
に
向
け
た
リ
ハ
ビ

リ
を
す
る
と
い
う
、
本
当
の
ゴ
ー
ル
が
見
え
ま
し
た
。

言
葉
に
さ
れ
て
い
な
い
気
持
ち
が
あ
る
と
い
う
可
能
性

ま
で
考
え
る
大
切
さ
に
気
づ
き
ま
し
た
。

そんぽの家 稲城矢野口
042-370-3700
独自の新しい取り組みでご入居者の生活の質とサービスを向上

品
川
区
）主
導
で
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、介
護
記
録
シ
ス
テ
ム
な
ど

を
導
入
し
、関
連
す
る
デ
ー
タ
を

集
約
し
て
い
る
た
め
、例
え
ば
こ

れ
ま
で
看
護
師
が
手
書
き
し
て
い

た
ご
入
居
者
情
報
を
シ
ス
テ
ム
か

ら
一
括
で
デ
ー
タ
出
力
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
で
、訪
問
診
療

時
に
１
時
間
必
要
だ
っ
た
事
務
の

時
間
が
15
分
に
短
縮
さ
れ
ま
し

た
。創
出
し
た
時
間
は
本
来
の
看

護
業
務
に
注
力
し
て
い
ま
す
。

　

他
に
も
、認
知
症
に
伴
う

B
P
S
D
の
要
因
特
定
と
解
決

を
目
指
す「
H
E
C
T（
ヘ
ク
ト
）

ア
プ
ロ
ー
チ
」、ご
入
居
者
一
人

一
人
の
心
身
の
状
態
や
価
値
観
な

ど
を
考
慮
し
た
個
別
性
の
高
い
カ

ス
タ
ム
メ
イ
ド
ケ
ア
な
ど
、当
社

独
自
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
ご
入

居
者
の
生
活
の
質
向
上
に
努
め
て

い
ま
す
。

本
当
の

ゴ
ー
ル
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お二人とも長身で
とっても格好いい！

休日は２人でキャンプに
出掛けるそうです♥

入籍から１年。
念願の結婚式を
挙げました！

　今回は、OTの船橋を紹介します。船橋は大学卒
業後、リハビリテーション病院に勤めていましたが、
在宅への訪問リハビリ経験がある先輩が、福祉用
具の配置などを工夫している様子を見て、経験値
の違いを感じていたそうです。さらに退院した後の
患者さんを理解したいという思いもあり、結婚のた
め千葉県から神奈川県へ転居するのを機に、訪問
リハビリを行うたまふれあいクリニックへ転職しま
した。
　病院で行うリハビリは治療で、歩くといった動作
的な目標に向けて取り組みますが、訪問リハビリは
「ご利用者の希望する生活が続けられるよう支援
するリハビリ」で、病院に比べて人それぞれ目標が
まったく違うことに仕事の面白さがあると話します。
　グループ内には、デイサービスや看護小規模多
機能型居宅介護、グループホームなどがあり、在宅
に限らずいろいろなケースへ介入できる、学びの
多さがやりがいにつながっているそうです。また、
退院後に言語聴覚士（ST）のリハビリを継続したく
ても訪問リハビリのSTは少ないとこれまで感じて
いましたが、たまふれあいクリニックには２人もいる

〒214-0014　神奈川県川崎市多摩区登戸1763
 ライフガーデン向ヶ丘2F

044-931-0220

こんにちは！たまふれあい地域相談室です。

インタビュイー

船橋 友里さん

ふなばし　　　ゆり

医師との距離が近く、退院直後や体調
面が心配な、ご利用者へのリハビリ相
談も気軽にできるので、ご利用者に多
角的にアプローチできるのが強みです。

今月のインタビュアー 地域相談室 相談員　進藤 優里
しんどう　 　ゆり

イケダのつぶやきイケダのつぶやき

リハビリテーション科

地域相談室によるス
タッフ紹介

ので、ご利用者に多方面からアプローチできること
が強みだと話します。所属するリハビリテーション
科にセラピストが10人いる数の多さにも驚いたそ
うです。
　「今は基礎固めの時期。OTとしてはまだまだ経験
が浅いのでたくさん学びたい」と話す船橋が、皆
さんからのご相談をお待ちしています。

地域相談室

作業療法士（OT）

今月号の特集でご紹介した「まちの保健室」
に、たまふれあいの森メンバーとして私も参加
させていただきました！
たくさんのご参加者で会場はとっても賑わっ
ていました。地域の方 と々お話しする機会はな
かなかないので、定期的に参加していきたい

な～と思っています。ちなみに、骨チェックにもト
ライ。一番良いA判定をいただきました♪
まだ形成中かもしれないので偏食には気をつ
けてと言われました(笑)

（地域相談室 相談員　池田あゆ）
いけだ


